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豊漁と公開安全を願う船団パレード
（3月 10 日まつり　北さつま漁協黒之浜支所）
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田
諭
▽
遠
矢
＝
麓
純
雄
▽
山
下
馬
場

＝
奥
利
富
▽
尾
崎
＝
若
松
弘
美
▽
弓

木
野
＝
前
田
司
▽
牟
田
＝
吉
田
勉
▽

永
田
上
＝
釣
井
英
雄
▽
永
田
下
＝
川

俣
重
味
▽
折
口
東
＝
山
口
勝
彦
▽
大

林
＝
中
村
信
吉
▽
内
田
＝
寺
園
達
雄

▽
大
下
＝
中
平
一
雄
▽
丸
内
＝
田
中

重
雄
▽
陳
之
尾
＝
黒
蕨
郁
則
▽
佐
潟

＝
猿
楽
洋
行
▽
高
之
口
＝
東
園
忠
雄

▽
飛
松
＝
飛
松
次
男
▽
枦
＝
吉
野
文

吉
▽
落
＝
落
秀
喜
▽
大
川
島
＝
桑
原

秀
敏
▽
馬
見
塚
＝
馬
見
塚
義
則
▽
牛

之
浜
＝
牛
ノ
濱
鉄
男
▽
仲
仁
田
＝
中

野
森
光
▽
中
屋
敷
＝
奥
平
勝
美
▽
的

場
＝
的
場
博
美
▽
川
畑
中
＝
花
田
房

義
▽
尻
無
上
＝
寺
地
國
則
▽
尻
無
中

＝
尻
無
濱
隆
実
▽
尻
無
下
＝
尻
無
濱

弘
道
▽
脇
本
馬
場
＝
野
崎
勝
軍
▽
脇

本
浜
＝
中
村
正
人
▽
下
村
＝
松
崎
勝

雄
▽
上
原
＝
永
野
満
紀
▽
筒
田
＝
山

口
幸
成
▽
桐
野
上
＝
野
畑
直
▽
桐
野

下
＝
大
川
内
實
志
▽
大
渕
川
＝
新
穂

重
美
▽
瀬
之
浦
上
＝
京
田
哲
雄
▽
瀬

之
浦
下
＝
坂
元
義
治
▽
古
里
＝
瀬
野

浦
廣
海
▽
槝
之
浦
東
＝
跡
上
岩
市
▽

槝
之
浦
西
＝
山
下
雅
也
▽
深
田
＝
永

井
秀
雄
▽
黒
之
浜
＝
福
留
一
誠
▽
大

区
長
の
中
村
正
人
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
市
の
執

行
部
を
交
え
た
意
見
交
換
会
で
は
、

様
々
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
る
な

ど
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
年
度
の
区
長
さ
ん
方
は

次
の
通
り
で
す
。
一
年
間
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

▽
波
留
＝
大
毛
健
一
郎
▽
高
松
＝
平

川
則
満
▽
新
町
＝
山
下
忠
▽
町
＝
遠

矢
紀
夫
▽
浜
＝
浜
崎
雅
▽
上
野
＝
大

田
哲
馬
▽
大
丸
＝
竹
之
内
満
盛
▽
倉

津
＝
濵
田
健
二
▽
潟
＝
徳
留
千
早
▽

遠
見
ケ
岡
＝
猿
楽
辰
美
▽
中
村
＝
新

坂
典
久
▽
浦
＝
柏
木
信
義
▽
牧
内
＝

牧
内
捷
男
▽
東
牧
内
＝
馬
見
塚
廣
海

▽
寺
山
＝
古
賀
亢
▽
段
＝
小
田
利
雄

▽
大
尾
＝
大
尾
幸
男
▽
栫
＝
斉
藤
朝

彦
▽
羽
田
＝
東
泰
久
▽
桑
原
城
上
＝

福
永
泰
三
▽
桑
原
城
下
＝
冨
吉
昭
一

▽
宮
原
＝
宮
原
渉
▽
横
手
＝
中
園
學

▽
萇
野
＝
坂
上
誠
一
▽
長
谷
＝
高
原

茂
▽
木
佐
木
野
＝
徳
田
次
則
▽
尾
原

＝
尾
原
一
義
▽
米
次
＝
芝
越
博
美
▽

田
代
中
＝
大
前
博
毅
▽
田
代
下
＝
鶴

　

平
成
16
年
度
の
区
長
会
と
衛
生
自

治
会
、
防
犯
組
合
の
総
会
が
４
月
30

日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
日
頃
か
ら
市
民
と
行

政
を
つ
な
ぐ
大
切
な
パ
イ
プ
役
と
し

て
地
域
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
区
長
の
皆
さ
ん
方
が
出
席
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
年
度
の
役
員
体
制

や
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
に
つ
い
て

協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

区
長
会
長
に
黒
之
上
区
長
の
小
田
正

美
氏
が
、
衛
生
自
治
会
長
に
脇
本
浜

谷
＝
早
水
利
徳
▽
黒
之
上
＝
小
田
正

美
▽
大
漉
＝
大
漉
一
志
▽
小
漉
＝
山

平
勝
▽
松
ケ
根
＝
中
川
勝
▽
八
郷
＝

竹
原
幸
佑

平成16年度
区長会総会

地
域
�
行
政
�
結
�
大
切
�
�
�
�
役

市
執
行
部
�
活
発
�
意
見
交
換

－

平
成
16
年
度
区
長
会
総
会

－

高校再編

新
設
高
校
開
校
�
向
�
始
動

－

新
設
高
校
開
校
準
備
室
設
置

－

　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
は
、
阿
久

根
高
校
、
阿
久
根
農
高
、
長
島
高
校

の
３
高
校
の
統
合
に
よ
っ
て
平
成
17

年
４
月
に
開
校
す
る
新
設
高
校
の
開

校
準
備
室
を
４
月
１
日
、
新
設
高
校

が
置
か
れ
る
阿
久
根
農
高
の
敷
地
内

に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
開
校
準
備

室
は
、
学
校
名
や
校
歌
や
制
服
の
制

定
作
業
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

設
置
に
伴
い
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
ま
ず
関
係
者
ら
約
20
人
が

見
ま
る
中
で
、
真
新
し
い
開
設
準
備

室
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
新
設
高
校
の
永
野
勉
校
長
は
、

「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
新
た
な
自
分

探
し
の
旅
立
ち
が
で
き
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
学
校
を
目
指
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
斉
藤
市
長
が
、「
準
備
室

が
、
教
育
内
容
、
学
級
編
成
な
ど
に

つ
い
て
地
元
と
十
分
な
話
し
合
い
を

進
め
、
地
域
の
子
供
た
ち
が
是
非
入

学
し
た
い
と
い
う
学
校
を
作
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
要
望
を
込
め
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

活発な意見や要望が出された意見交換会

真
新
し
い
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た

開
校
準
備
室
�
上
�
と
�
魅
力

あ
る
学
校
を
目
指
す
�
と
抱
負

を
語
る
永
野
勉
校
長
�
左
�
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�
�
�
�
阿
久
根
�
�
熱
�
思
�
!!

�

�
関
東
�
近
畿
�
東
海
各
地
区
阿
久
根
会
総
会
�

　

本
市
出
身
者
で
つ
く
る
関
東
地
区
、
近
畿

地
区
、
東
海
地
区
の
各
阿
久
根
会
の
総
会
が

こ
の
４
月
、
盛
大
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
会
員
の
皆
様
が
、
ふ
る
さ
と
阿
久
根

を
懐
か
し
む
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
同
じ

阿
久
根
出
身
者
同
士
が
一
堂
に
会
し
親
睦
を

深
め
る
場
と
し
て
毎
回
大
勢
の
会
員
が
出
席

し
ま
す
。

　

各
総
会
に
は
、
本
市
か
ら
も
斉
藤
市
長
を

は
じ
め
市
関
係
者
、
市
議
会
及
び
商
工
関
係

者
ら
が
出
席
し
、
市
町
村
合
併
問
題
や
高
校

再
編
問
題
な
ど
阿
久
根
の
近
況
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
場
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
親
類
や
知

人
を
見
か
け
る
と
、
大
き
く
手
を
振
り
再
会

を
喜
び
合
う
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
焼
酎
を
片
手
に
阿
久
根
弁
で
、
お
互
い

の
近
況
報
告
や
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
こ
と

な
ど
を
楽
し
く
会
話
す
る
光
景
が
あ
ち
こ
ち

で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
総
会
の
席
上
、
郷
土
発
展
の
た
め

に
役
立
て
て
欲
し
い
と
善
意
で
集
め
ら
れ
た

募
金
が
、
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
思
い
と
と
も

に
市
関
係
者
に
し
っ
か
り
と
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
16
年
度
の
阿
久
根
市
消
防
団
新
入
団

員
訓
練
が
４
月
11
日
、
市
民
会
館
前
広
場
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
使
命
感
あ
ふ
れ
る
31
人
の
新

入
団
員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
消
防
署
員
か
ら
消
防
団
員
と
し
て
の
心

構
え
や
規
律
訓
練
、
消
防
器
具
の
取
り
扱
い

な
ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
普
通

救
命
講
習
会
も
行
わ
れ
、
市
民
の
生
命
や
財

産
を
守
る
べ
き
消
防
団
員
と
し
て
の
基
本
を

み
っ
ち
り
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
新
入
団
員
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
本
格
的
な
訓

練
と
あ
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
真
剣

な
表
情
で
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
消
防
団
本
部
と
各
分
団
の
分
団
長

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

◇
消
防
団
本
部

　

新
留
秀
雄
（
団
長
）　

神
田
龍
太
郎
（
副

団
長
）　

中
村
主
税
（
同
）

◇
分
団
長　
　
（　

）
内
は
分
団
名

　

牛
之
濱
一
男
（
中
央
）
石
沢
勇
一
（
三
笠
）

花
田
悟
（
大
川
）
坂
上
鉄
夫
（
鶴
川
内
）
慶

越
健
一
（
折
口
）
落
正
志
（
西
目
）
冨
吉
俊

文
（
佐
潟
）
松
永
新
市
（
牛
之
浜
）
大
田
豊

茂
（
尻
無
）
若
松
栄
一
（
山
下
）
白
肌
正
（
弓

木
野
）
若
松
義
徳
（
尾
崎
）
太
田
剛
（
赤
瀬

川
）
田
原
正
信
（
田
代
）
上
鶴
伸
一
（
桑
原

城
）
春
田
義
孝
（
多
田
）
前
田
敏
（
古
里
）

馬
場
新
一
（
瀬
之
浦
）
茶
縁
真
一
郎
（
桐
野
）

早
水
久
博
（
黒
之
浜
）
石
原
勇
一
郎
（
黒
之

瀬
戸
）

使命達成のため

頑張ります

新入消防団員合同訓練

そろいのハッピでハンや節を踊る皆さん
（４月４日　関東地区阿久根会総会）

肩を組み思い出話でふるさとを懐かしむ皆さん
（４月 11 日　近畿地区阿久根会総会）

阿久根会の発展を祈念して万歳三唱をする皆さん
　　　（４月 25 日　東海地区阿久根会総会）

消防署員から指導を受ける新入消防団員
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本
市
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
自
然
と
人
が
共
生
す

る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
ご
み
の
減

量
化
及
び
資
源
化
等
を
推
進
し
な
が

ら
、
一
般
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
実

施
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
た

�
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
�
を

こ
の
度
定
め
、
告
示
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
に
は
、
分
別
収
集
に
よ
る

資
源
化
の
一
層
の
促
進
や
家
庭
用
電

動
生
ご
み
処
理
機
設
置
補
助
金
等
に

よ
る
生
ご
み
の
減
量
化
、
指
定
ご
み

袋
の
有
料
化
に
つ
い
て
市
民
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
排
出
者
責
任

の
明
確
化
を
図
り
、
併
せ
て
資
源
化

に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
し
尿
処
理
に
つ
い
て
、
生

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
は
、
許

可
業
者
に
よ
る
も
の
と
し
、
生
活
排

水
対
策
と
し
て
今
後
も
合
併
浄
化
槽

の
設
置
を
推
進
し
て
い
く
と
し
て
い

ま
す
。

　

本
計
画
の
処
理
区
域
は
阿
久
根
市

全
域
で
、
計
画
期
間
は
平
成
16
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
17
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画

は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
毎
年
定
め

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
各
年
度
で

定
め
ら
れ
た
計
画
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理
は
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
け
る
「
一
般
廃
棄
物
処

理
等
の
推
移
」
に
つ
い
て
は
下
記
の

と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
分
別
収

集
に
よ
り
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
の

処
理
量
は
減
り
、
資
源
ご
み
処
理
量

が
増
え
る
な
ど
着
実
に
そ
の
成
果
が

現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
し
尿
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
推
進

事
業
等
に
基
づ
き
、
浄
化
槽
汚
泥
の

処
理
量
が
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
本
計
画
に
よ
り
、
一
般

廃
棄
物
の
処
理
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
の
で
適
正
な
ご
み
出
し
等
に
つ
き

ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
�
�
�
�

�
自
然
と
人
が
共
生
す
る
ま
ち
を
目
指
し
て
�

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000 資源ごみ
不燃ごみ
可燃ごみ

(t)

Ｈ12年度 Ｈ13年度 Ｈ14年度 Ｈ15年度 Ｈ16年度

934

1,781

2,464 2,992 2,938

462
474

266 298 367

4,589 4,823
3,926 3,775 3,759

計画収集量

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

(t)

Ｈ12年度 Ｈ13年度 Ｈ14年度 Ｈ15年度 Ｈ16年度
計画収集量

生し尿
浄化槽汚泥

8,178

11,211

12,034
12,833

13,269 13,001

7,782 7,766 7,440 7,452

阿久根市家庭系一般廃棄物 (ごみ )処理の推移阿久根市の一般廃棄物 (し尿 )処理の推移

　

ご
み
の
焼
却
は
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
廃
棄
物
等

を
焼
却
す
る
過
程
で
副
生
物
と
し
て

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
い
う
強
い
毒
性
の

化
学
物
質
が
発
生
す
る
た
め
で
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
約
２
２
０
種

類
あ
り
、
そ
れ
ら
を
総
称
し
て
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

当
市
の
ご
み
処
理
場
で
あ
る
「
環

境
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
法
律
に
基
づ

き
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑

制
す
る
た
め
の
設
備
を
有
し
て
い
ま

す
。

　

ご
み
を
処
理
さ
れ
る
場
合
は
、
焼

却
は
せ
ず
、
ご
み
の
減
量
と
分
別
の

徹
底
を
心
が
け
、
マ
ナ
ー
を
守
り
適

切
な
ご
み
出
し
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

野
焼
�
�
違
法
行
為
�
�

野
焼
き
は
ダ
メ
! !

穴を掘って焼却 ブロック積み焼却 ドラム缶簡易焼却

これらはすべて違法焼却となります
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生
ご
み
や
、
紙
類
、
弁
当
殻
と
い

っ
た
家
庭
ご
み
や
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫

な
ど
の
家
電
製
品
、
産
業
廃
棄
物
、

そ
の
他
様
々
な
ご
み
の
不
法
投
棄
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
あ
り
、
法
律

に
よ
っ
て
「
五
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は
一
、
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
警
察
や
郵
政
公
社
と
連

携
し
た
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
施
や
不
法
投
棄
防
止
看
板
の
設

置
等
に
よ
り
不
法
投
棄
防
止
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
が
な
か
な
か
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
は
、
草
木
で
覆
わ
れ
た

人
目
に
つ
き
に
く
い
所
で
行
わ
れ
ま

す
。

　

市
民
み
ん
な
が
監
視
役
と
な
り
、

自
分
の
土
地
に
不
法
投
棄
さ
れ
な
い

よ
う
に
定
期
的
な
草
払
い
や
、
車
が

進
入
で
き
な
い
よ
う
柵
を
設
け
る
な

ど
の
土
地
管
理
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
不
審
な
車
両
等
を
見
か
け
ら

れ
た
場
合
は
、
警
察
や
市
民
環
境
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
市
役
所
市
民
環
境
課

　

Tel
73
１
２
１
１
�
内
線
１
４
２
５
�

　

阿
久
根
警
察
署

　

Tel
73
０
１
１
０

不
法
投
棄
�
絶
対
�
�
�
�
�
�
�

�
美
し
い
自
然
は
み
ん
な
の
財
産
で
す
�

　

平
成
16
年
３
月
２
日
に「
阿
久
根
市
、

出
水
郡
長
島
町
及
び
同
郡
東
町
を
同
一

請
求
市
町
村
と
す
る
合
併
協
議
会
設
置

請
求
」
を
、
関
係
市
町
の
同
一
請
求
代

表
者
か
ら
住
民
発
議
に
よ
る
申
請
が
県

知
事
に
な
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
関
係

市
町
の
同
一
請
求
代
表
者
は
各
関
係
市

町
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
署
名
簿
を
提

出
し
、
審
査
や
縦
覧
期
間
を
終
え
、
阿

久
根
市
に
お
い
て
は
４
月
６
日
付
け
で

住
民
発
議
に
よ
る
「
阿
久
根
市
、
出
水

郡
長
島
町
及
び
東
町
を
同
一
請
求
関
係

市
町
村
と
す
る
合
併
協
議
会
設
置
請
求

書
」
が
阿
久
根
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

他
の
２
町
も
そ
れ
ぞ
れ
同
様
の
請
求

が
な
さ
れ
、
県
か
ら
関
係
市
町
に
全
て

の
同
一
請
求
関
係
市
町
長
か
ら
そ
の
報

告
を
受
け
た
旨
の
通
知
が
あ
り
、
長
島

町
は
４
月
23
日
に
臨
時
議
会
を
開
催
し

８
対
５
で
可
決
し
ま
し
た
が
、
東
町
臨

時
議
会
は
４
月
28
日
に
７
対
８
で
否
決

し
ま
し
た
。

　

阿
久
根
市
に
お
い
て
は
、
５
月
７
日

議
会
を
召
集
し
、
合
併
協
議
会
の
設
置

に
つ
い
て
議
会
に
付
議
し
、
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

同
一
に
よ
る
合
併
協
議
会
設
置
請
求

は
、
関
係
市
町
の
全
て
の
議
会
が
可
決

し
な
い
と
合
併
協
議
会
は
設
置
で
き
ま

せ
ん
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
東
町
の

住
民
投
票
に
よ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

市町村合併
コーナー

住
民
発
議
�
�
�
市
�
町
�
�
�
�

�
�
�
�

法
定
合
併
協
議
会
設
置
請
求

期日前投票所のお知らせ

駐車場
駐車場駐車場

駐車場

駐車場

駐車場
駐車場

駐
車
場

駐
車
場

水道課

庁舎本館 通路

玄関

機械室
入口

車庫

中央分団
詰 所

消防庁舎

前回までの不在者投票所

別館

⇒
⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒

期日前投票所

期日前投票所

公職選挙法の一部が改正され、新たに「期日前投票」が創設されました。
この制度により、従来の不在者投票のように、投票用紙を封筒に入れて、されに署名するといった手続きが不要となり、
投票しやすくなります。「期日前投票」は、告示日の翌日から前日までの期間、下記の場所において行います。

※この件に関するお問い合わせ先　阿久根市選挙管理委員会　☎７３－１２１１(内線１３４１)

不 法 投 棄 さ れ た 様 子
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の
役
割
を
担
う
私
た
ち
は
、
初
心
に
立
ち
返

り
子
供
と
真
剣
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
日
も
早
く
地
域
に
慣
れ
て
い

た
だ
き
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら

阿
久
根
で
の
教
職
生
活
を
充
実
さ
せ
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
上
鶴
教
育
委
員
長
、
斉
藤
市
長
、

田
上
副
議
長
か
ら
相
次
い
で
歓
迎
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

転
入
教
職
員
の
方
々
に
阿
久
根
市
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
本
市
の
主
な
産
業
や
施
設
、

名
所
な
ど
が
ビ
デ
オ
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、

出
席
し
た
皆
さ
ん
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
市
内
の
小
中
学
校
に
新
た
に
赴
任

さ
れ
た
教
職
員
を
迎
え
る
式
が
４
月
９
日
、

市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
ま
ず
学
校
ご
と
に
転
入
者
の
自
己

紹
介
が
あ
り
、
転
入
者
を
代
表
し
て
鶴
川
内

中
学
校
の
内
村
純
一
校
長
が
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
櫛
山
重
遠
教
育
長
が
、「
教

育
現
場
の
中
で
は
、
教
師
が
子
供
に
対
し
て

声
か
け
を
行
う
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
そ

　

日
栄
食
品
㈱
（
本
社
・
横
浜
市
、
田
野
井

博
代
表
取
締
役
）
の
工
場
増
設
に
伴
う
立
地

協
定
調
印
式
が
４
月
23
日
、
市
役
所
で
あ
り

ま
し
た
。

　

同
社
は
、
平
成
元
年
に
食
品
加
工
を
扱
う

会
社
と
し
て
、
阿
久
根
進
出
。
平
成
12
年
に

は
、
第
２
工
場
を
増
設
し
、
徹
底
し
た
衛
生

管
理
及
び
品
質
管
理
を
行
う
特
殊
食
肉
加
工

の
一
貫
作
業
工
程
を
整
え
、
大
手
冷
凍
食
品

メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
工
場
増
設
は
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

受
注
増
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
従

業
員
の
福
利
厚
生
面
の
充
実
を
図
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
調
印
式
で
は
、
内
明
宏
県
企
業

立
地
推
進
室
長
立
会
い
の
も
と
同
社
の
田
野

井
博
代
表
取
締
役
と
斉
藤
市
長
が
協
定
書
に

調
印
し
、
か
た
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

調
印
を
終
え
た
田
野
井
社
長
は
「
地
元
の

協
力
が
あ
っ
て
、
工
場
増
設
に
つ
な
が
っ
た
。

今
後
も
、
地
元
と
連
携
し
な
が
ら
、
雇
用
拡

大
や
従
業
員
の
福
利
厚
生
面
の
向
上
を
図
り

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

日
栄
食
品
�
�

�
�

工
場
増
設
�
立
地
協
定
調
印

新
�
�
43
名
�
赴
任

転
入
学
校
職
員
�
迎
�
�
式

自然・歴史・人々がふれあう公園
～はまじんちょう公園～

　阿久根市塩鶴町地内に、はまじんちようと隣接地から確認された

鳥越古墳を共に整備した、はまじんちよう公園が完成しました。

　はまじんちようは、亜熱帯の海岸の砂泥地や岩地に生える常緑低

木で 11月から翌年４月ごろに紫色をした花をつけます。そして、

本地が九州本島唯一の自生地として昭和２８年に県の天然記念物の

指定をうけています。

　また公園内に移設・復元された鳥越古墳は、県内最古の高塚古墳

として学術的に高い評価を受けており、石室を一般公開しています。

　今後、はまじんちよう公園が自然・歴史が調和する公園として、

皆さまの憩いの場として活用されることが期待されます。
一人一人自己紹介する転入学校職員の皆さん

調印を終え、がっちり握手する(写真右から)
田野井社長、内室長、斉藤市長の３氏
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服
や
下
着
、
非
常
用
食
料
な
ど
を
ま

と
め
て
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ

の
準
備
も
大
切
で
す
。
荷
物
は
避
難

の
邪
魔
に
な
ら
ず
、
持
ち
出
し
や
す

い
よ
う
に
必
要
最
小
限
に
ま
と
め
ま

し
よ
う
。

　

警
報
や
避
難
の
勧
告
・
指
示
が
出

さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
指
定
の

場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
乳

災
害
�
�
守
�
��

�
�
�
�
地
域

�
月
�
水
防
月
間
�
�

梅
雨
時
期
に
は
�
大
雨
や
長
雨
に
よ
る
洪
水
�
が
け
崩
れ
�
土
石
流
な
ど

の
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
�
こ
れ
か
ら
の
梅
雨
時
期
を
前
に
�

日
ご
ろ
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
�
十
分
な
備
え

を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
�

　

あ
ら
か
じ
め
、
地
域
の
避
難
場
所

や
安
全
な
避
難
経
路
を
家
族
み
ん
な

で
確
認
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

近
所
の
危
険
箇
所
な
ど
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
家

族
が
離
れ
て
い
る
と
き
の
集
合
場
所

や
安
全
の
確
認
が
で
き
る
方
法
も
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

台
風
時
や
集
中
豪
雨
時
は
も
ち
ろ

ん
、
日
ご
ろ
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

な
ど
で
天
気
予
報
を
確
認
し
て
気
象

の
変
化
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

緊
急
時
に
備
え
て
、
貴
重
品
、
洋

幼
児
、
高
齢
者
な
ど
は
避
難
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
危
険
を
感
じ
た
ら

隣
近
所
で
助
け
合
い
な
が
ら
早
め
に

避
難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　

昨
年
度
か
ら
防
災
行
政
無
線
を
運

用
し
て
い
ま
す
。
台
風
や
大
雨
な
ど

に
よ
り
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
気

象
情
報
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
情

報
に
注
意
さ
れ
、
運
用
に
御
協
力
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
防
災
行
政
無
線
で
は
、「
防

災
阿
久
根
市
役
所
で
す
」
と
告
げ
て

放
送
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
防
災

用
と
し
て
免
許
を
受
け
て
お
り
、
送

信
の
際
は
、
免
許
を
受
け
た
呼
出
し

名
称
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
で
す
。
御
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

�
避
難
場
所
�
避
難
経
路
�

�

確
認
�
�
�
�
�
�

�
日
�
�
�
�
天
気
予
報
�
注
意
報

�

�
関
心
�
持
�
�
�
�
�
�

�
緊
急
時
�
携
行
品
�

�

準
備
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
早
�
�
指
定
�
場
所
�

�

避
難
�
�
�
�
�
�

�
防
災
無
線
�
�
��

�

情
報
�
伝
達
�
�
�
�

脇 本 地 区 尾 崎 地 区 大　川　地　区 阿 久 根 地 区

脇 本 小 学 校 尾 崎 小 学 校 大 川 中 学 校 市 民 会 館

三 笠 中 学 校 鶴 川 内 地 区 大 川 地 区 公 民 館 働 く 婦 人 の 家

脇 本 保 育 園 鶴 川 内 中 学 校 牛 之 浜 地 区 老 人 福 祉 セ ン タ ー

隼 人 小 学 校 鶴 川 内 小 学 校 牛之浜地区集落センター 阿 久 根 中 学 校

脇 本 地 区 公 民 館 鶴 川 内 児 童 館 西 目 地 区 阿 久 根 小 学 校

黒 之 浜 漁 村 の 家 鶴川内地区集会施設 西 目 小 学 校 阿 久 根 高 校

瀬 之 浦 児 童 館 田 代 地 区 み な み 保 育 園 阿 久 根 農 業 高 校

折 多 地 区 山 村 開 発 セ ン タ ー 西 目 地 区 集 会 施 設 農 村 改 善 セ ン タ ー

折 多 小 学 校 田 代 小 学 校 山 下 地 区 総 合 体 育 館

折 多 保 育 園 田代下地区集会施設 山 下 小 学 校 Ｂ ＆ Ｇ 体 育 館

赤 瀬 川 児 童 館

市内の主要避難場所

Ｓ４７年　水害



みんなのアルバム
楽しい話題・催し物などをお知らせください。

市役所　広報係　Tel 73 １２１１（内線１２１４）

　

４
月
４
日
、弓
木
野
地
区
で
、

第
２
回
竹
の
子
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
雨
上
が

り
の
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大

勢
の
買
い
物
客
ら
が
、
旬
の

竹
の
子
を
求
め
て
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

弓
木
野
地
区
の
お
い
し
い
竹
の

子
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
前
回

の
祭
り
の
終
了
直
後
か
ら
23
名

で
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
地

元
住
民
の
手
に
よ
っ
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

同
地
区
内
の
毘
沙
門
天
前
に

設
け
ら
れ
た
会
場
で
は
、
生
竹

の
子
、
釜
ゆ
で
竹
の
子
、
竹
炭
、

竹
酢
な
ど
竹
に
関
す
る
品
物
や

弓
木
野
地
区
で
採
れ
た
新
鮮
な

野
菜
や
ボ
ン
タ
ン
な
ど
が
展
示

販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
人
気
が
あ
っ
た
の
が
、

収
穫
し
た
ば
か
り
の
生
竹
の
子

の
販
売
で
し
た
。
収
穫
し
た
ば

か
り
と
い
う
こ
と
で
、
新
鮮
さ

が
好
評
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
度
に
幾
度
と

な
く
近
く
の
竹
林
か
ら
竹
の
子

を
補
充
す
る
ほ
ど
大
盛
況
で
し

た
。

　

実
行
委
員
長
の
餅
越
学
さ
ん

は
、「
来
年
以
降
も
竹
の
子
の

里
弓
木
野
を
広
く
ピ
ー
ア
ー
ル

で
き
る
よ
う
様
々
な
企
画
を
考

案
中
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

旬
�
竹
�
子
�
求
�
�
大
盛
況
!!

�
第
２
回
弓
木
野
地
区
竹
の
子
祭
り
�

会
場
内
は
竹
の
子
を
は
じ
め
新

鮮
な
食
材
を
求
め
る
大
勢
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

お兄さん•お姉さんよろしくね !!
——— 新１年生 222 人が小学生の仲間入り ———

　４月６日、市内の小中学校で平成１６年度の入学式が行われまし

た。小学校には、男子 112 人、女子 110 人の計 222 人が仲間入りし、

新たな学校生活をスタートしました。田代小では、内田紗風さんを

迎え、在校生や学校関係者らが見守る中、厳かに入学式が行われま

した。内田さんは、「勉強を頑張ります。よろしくお願いします。」

と元気よくあいさつ。その後、在校生と「一年生になったら」を仲

良く合唱しました。

「親は子に何を教えたらよいか」
——— 阿久根ロータリークラブ創立 30 周年記念式典 ———

　４月 18 日ＡＢＣパレスで阿久根ロータリークラブの創立 30 周年

を祝賀する記念式典がありました。式典の中で、「親は子に何を教

えたらよいか。子育て、父親の出番」と題して「三年Ｂ組金八先生」

のモデルともなった日本生活指導研究所の坂本光男氏（写真）が、

ユーモアを交じえ、子育てにおける父親の役割の重要性についてわ

かりやすく講演しました。講演が終わると会場からは盛大な拍手が

鳴り響き、記念式典に華を添えました。



運転手さん、安全運転でいってらっしやい��
——— 山下小学校交通安全レター作戦 ———

　４月14日、山下小学校では春の交通安全運動期間中に、広域
農道の山下交差点付近で６年生が道行くドライバーに交通安全の

願いを込めて、自分たちで書いた手紙と花鉢を手渡しました。児

童たちは停車したドライバーに「安全運転をよろしくお願いしま

す」と元気よく声をかけ、交通安全を呼びかけました。

　また、1年生から5年生までは実際の通学路ごとに分かれて、
安全な歩き方や横断歩道の渡り方などについて学びました。

「新鮮な海の幸、旬の山の幸」
——— 新鮮夕市 ———

　４月17日、水産振興センターで「新鮮夕市」が開催されました。
これは、北さつま漁協青壮年部（佐々木九州男部長）が「新鮮な
魚を消費者に届けることで魚食普及を図りたい」と、初めておこ
なったものです。会場では華アジ、カワハギ、黒ダイなどの鮮魚
のほか水産加工品などが販売されました。また、阿久根市農業青
年クラブ（松永智志会長）も賛助出店し、ジャガイモや豆類販売
のコーナーを設け、会場内は新鮮な海の幸、旬の山の幸を求める
買い物客らで賑わいました。

ポストさんいつもありがとう
——— 第 71 回郵政記念日 ———

　手紙文化の高揚と郵政事業の啓発のために4月21日、阿久根郵
便局で郵政記念日(4月21日)にちなむイベントが開催されました。

　この日は、記念式典の後、近くの蓮華保育園の園児らが、ブラス
バンドの演奏や日ごろお世話になっているポストをピカピカに清掃
しました。また、一日外務員として駅前通りの各家庭に郵便物を配
達しました。かわいらしい配達員に受け取る側も思わず微笑む光景
がみられました。

潮風になびく大漁旗 !!
——— 黒之瀬戸海峡船団パレード ———

　４月29日、北さつま漁協黒之浜支所青壮年部が旧暦の３月10
日 (４月28日 )を祝い、航海安全・豊漁の願いを込めて黒之瀬戸

海峡で漁船約20隻による船団パレードを行いました。

　色とりどりの大漁旗をなびかせた勇壮な船団が白波を立て近くを
とおるたびに、詰め掛けた見物客らが手を振る姿も見られました。

　また、パレード終了後、帰港した船から紅白モチが振舞われると、
縁起物のモチを拾う人たちで大きな歓声がわきました。

阿中が８年ぶり２回目の優勝
—— 第９回アクネスポーツ旗争奪阿久根選抜中学校野球大会 ——

　３月27日、28日に県内各地から強豪16チームが参加して第
９回アクネスボーツ旗争奪阿久根選抜中学校野球大会が開催されま

した。阿久根中学校野球部は、持ち前のチームワークと守りの野球

で予選リーグ、決勝トーナメント戦と勝ち進み、決勝では、初回に

あげた２点を守りきり、全員野球で帖佐中を２－１で破り見事栄冠

を手にました。
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図書館だより

　赤ちゃんとのふれあいを豊かにする絵本コーナーを１階
に設置しました。２階の児童室までは、ちょっと行きにく
いというベビーカーでいらっしゃったお母さんや妊婦の方
にも気軽に絵本を選んで頂けるようにしました。育児書や
料理の本も近くに置いてありますので、是非こ利用くださ
い。

〈新着絵本〉
「赤ちゃんと遊ぼう」「赤ちゃんが泣いたら」「おやすみあか

ちゃん」「ころびよとこばた」
〈新着図書〉△

伊集院静「ほくのボールが君に届けば」

△

唯川恵「恋な
んて、少し不幸なぐらいがちょうどいい」

△

なかにし礼「さ
くら伝説」

△

阿川佐和子「サワコの和」

△

内田康夫「イタ
リア幻想曲」

△

平岩弓枝「十三歳の仲人」

△

辻仁成「力」△

山本文緒「日々是作文」

△

倉嶋厚「癒しの季節ノート」
・・・・他多数
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地域子育て支援事業６月子育てサークル（だれでも親子で参加できます）

子供の遊び、母親のリフレッシュタイムに、ほっとする時間にお気軽に、支援センターをご利用ください。

☆親子教室（１０：００～１２：００）

１日㈫　こあらサークル（瀬之浦児童館）
　〃　　いるかサークル（大川児童館）
２日㈬　保健センター
３日㈭　らっこサークル（みなみ保育園）
８日㈫　カンガルーサークル（牧内農村改善センター）
　〃　　かもめサークル（鶴川内児童館）
９日㈬　カンガルーサークル（牧内農村改善センター）
10日㈭　らっこサークル（みなみ保育園）

☆年齢別サークル・・・農村環境改善センター

☆園開放（お気軽に遊びに来てください）

第１金曜日（６／４）　　ひよこクラブ（Ｏ～１歳児サークル）
第３金曜日（６／１８）　こっこクラブ（２歳児以上サークル）

毎週（金）　みなみ保育園
毎週（土）　みどりが丘保育園｛第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ

☆参加は申し込み制になっていますので、下記の支援センターに前日までにお申し込みください。

地域子育て支援センター　☎７３－３４５７みどりが丘保育園／☎７２－３９３９みなみ保育園

乳幼児に抱っこと絵本を ! !

15日㈫　こあらサークル（瀬之浦児童館）
16日㈬　カンガルーサークル（牧内農村改善センター）
　〃　　めだかサークル（諏訪団地）
17日㈭　らっこサークル（みなみ保育園）
22日㈭　かもめサークル（鶴川内児童館）
　〃　　ぐまサークル（働く婦人の家）
23日㈬　カンガルーサークル（牧内農村改善センター）
24日㈭　らっこサークル（みなみ保育園）

☆ユーユータイム・・・西目地区集会施設

第３月曜日（６／２１）
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～各種健診 ( 検診 ) 希望調査についてのお願い～

　市では、各種健診（検診）の対象者を正しく把握するために、
５月中旬から６月にかけて市で行う各種健康診査の希望調査を
実施します。
　希望調査票は、区長さん、班長さんを通じて各世帯に配布し
ています。この希望調査がすべての健診（検診）の申込みとな
りますので、記入もれがないようご注意ください。市の健診を「希
望する」「希望しない」にかかわらず、必ず希望調査票を提出さ
れるようお願いします。
各種健診 ( 検診 ) を「希望する」方には、約１か月前にそれぞれ
の健診のお知らせと受診票をお送りします。調査票を提出され
ない場合、何度も通知がくることや受診できないことがありま
すので、ご協力をお願いします。
＜調査の対象となる方＞
平成 16年度新たに健診の対象となる方及び昨年度の希望調査で
回答がなかった方、転入された方等で、次の対象者
　　結核健診・・・・・・・・・・・・・・１９歳以上の男女
　　乳がん・子宮がん健診・・・・・・・・３０歳以上の女性
　　基本健康診査・胃がん健診　　
　　　　　　　　　　　　　　　　  ｝・・・４０歳以上の男女　　大腸がん健診・腹部超音波健診
　　　　　　（※年齢は、平成１７年３月３１日現在です。）
＜提出方法＞
５月 31 日㈪までに班長さん又は区長さんに提出してください。
（市役所健康増進課保健予防係又は三笠支所、大川出張所に直接
提出されても結構です。）

【お問い合わせ先】　市役所健康増進課保健予防係

　　　☎７３－１２１１（内線１４３１・１４３２）

風しん罹患歴・ワクチン接種歴のない方へ

風しんの予防接種を受けましょう！
　今年になり、一部の地域で風しん患者が数多く発生してい

ます。予防接種を受け、風しんの流行を防ぎましょう。

○風しん予防接種は受けた方がいいの？

　妊娠初期の女性が風しんに罹患すると風しんウイルスが胎

盤を介して胎児に罹患し、先天性風しん症候群と呼ばれる児

（心臓奇形、白内障、聴力障害など）が生まれる可能性が非常

に高くなると言われています。

○先天性風しん症候群を予防するにはどうしたらいいの？

　個人的には妊娠する予定のある女性がワクチンによって風

しんに対する免疫を獲得することですが、日本全体で風しん

の流行を防止するには男女共に風しんワクチンを接種し、接

種率を上げることが大切です。

○風しん予防接種を受けるにはどうしたらいいの？

　まずはかかりつけの病院等に相談してみてください。通常

は接種前に風しん抗体検査を行い、免疫のない方に予防接種

を行います。

※成人女子の方は，接種時に妊娠していないことや接種後２

か月は妊娠しないことが必要ですので特にご注意ください。

※１歳から７歳までのお子様は，市が計画している定期予防

接種をお受けください。

〈お問い合わせ先〉　市役所健康増進課　保健予防係

　　　☎７３－１２１１（内線１４３１・１４３２）
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21
日

月

25
日

金

８
日

火

11
日

金

22
日

火

28
日

月

脇
本
地
区
公
民
館

大
川
地
区
公
民
館

保
健
セ
ン
タ
�

時

間

５
月
26
日(
水)

５
月
27
日(

木)

５
月
28
日(

金)

い
ず
れ
も
９
時
30
分
�
10
時

○
日
本
脳
炎 

第
Ⅰ
期
初
回
接
種 

１
回
目
・
２
回
目

 

初
回
接
種
は
１
�
４
週
間
の
間
隔
で
２
回
接
種
を
行
い
ま
す
�

※ 

健
診
結
果
や
健
康
に
関
す
る
相
談
を
開
催
し
ま
す
�

※ 

健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て
下
さ
い
�

期

日

曜

対　
　
　
　
　

象　
　
　
　
　

者

受
付
時
間

２

日

水

３
月
１
日
以
降
に
歯
科
健
診
を
受
け
た
幼
児

９
時
�
９
時
15
分

24

日

木

15
時
�
15
時
15
分

期

日

曜

内　
　
　
　
　

容

対　
　

象　
　

者

受
付
時
間

２

日

木

３
か
月
児
健
診

Ｈ
16
年
１
月
21
日
�
２
月
20
日
生
ま
れ

13:00

13:15

３

日

木

２
歳
児
歯
科
健
診

Ｈ
14
年
３
�
５
月
生
ま
れ

17

日

木

１
歳
６
か
月
児
健
診

Ｈ
14
年
11
月
生
ま
れ

24

日

木

３
歳
児
健
診

Ｈ
12
年
12
月
生
ま
れ

�

期

日

曜

内　
　
　
　
　

容

対　
　

象　
　

者

受
付
時
間

２

日

水

10
�
11
か
月
児
育
児
相
談

Ｈ
15
年
６
月
生
ま
れ
の
児
童

及
び
育
児
に
つ
い
て
の
相
談
の
あ
る
方

9:45

10:00

２

日

水

６
�
７
か
月
児
育
児
相
談

Ｈ
15
年
10
月
16
日
�
11
月
20
日
生
ま
れ
の

児
童
及
び
育
児
に
つ
い
て
の
相
談
の
あ
る
方

15:00

15:15

��

お
問
い
合
わ
せ
先 

健
康
増
進
課
保
健
予
防
係 

☎
73
１
２
１
１
�
内
線
１
４
３
１
・
１
４
３
２
�
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消 費 生 活 講 座（No.126)

「点検に来ました」と訪問し，「白アリがいる」「床下
の湿気がひどい。このままでは家がダメになってしま
う」などとだまし工事を施工したり高額な商品を売り
つけたりする販売方法をいます。

アドバイス

●「無料で点検」と言われても安易に依頼しないよう
　にしましょう。
●公的機関から来たように装う場合がありますが、公
　的機関の職員が商品の販売をすることはありませ  
　ん。
●契約書面を受け取った日を含めて８日以内であれば
　無条件で契約の解除ができます。

困ったな？おかしいな？と思ったら
市役所水産商工観光課消費生活相談窓口へお問い
合わせください。☎７３－１２１１（内線1112）

平成１６年度　阿久根市中央生活学校

生活学校生募集 !!
自分たちの手で快適な生活環境をつくっていきたい！

そんな女性の方を募集します。

生活学校とは・・・

　生活者の視点から身近な生活課題や地域課題の解決に

取り組み、心豊かで安全・安心なまちづくりを目指して

います。

　具体的な取り組みとしては、市総合文化祭でのフリー

マーケット出店やマイバック推進運動やゴミ軽減化運動

などです。期間は、平成１６年６月から平成１７年３月

までで、月１回の定例会があります。

※申し込み方法及びお問い合わせ先

　申 込 み 方 法　　中央公民館（市民会館）へ電話

　　　　　　　　　　又は直接窓口へお越しください。

　申し込み期限　　平成１６年５月２８日 (金 )まで

　お問い合わせ先　　阿久根市民会館（生涯学習課）

　　　　　　　　　　☎７２－１０５１

国民年金だより

今年度の学生納付特例制度の申請はお済みですか？

申請は毎年度必要です

　２０歳になると、学生でも国民年金への加入が義務付

けられていますが、学生本人の前年の所得が一定額以下

であれば、在学期間中の保険料が後払いできる学生納付

特例制度が利用できます。（夜間部・定時制・通信制も含

みます。）

　この制度を利用するときは、年金手帳・学生であるこ

とを証明するもの（学生証など）を持って住所地の市町

村役場で申請手続きをしてください。申請して承認され

ると、申請した月の前月分から３月分までの保険料の納

付が猶予されますので、４月からの猶予を希望する人は、

５月末までに申請をしてください。

　※お問い合わせ先

　　川内社会保険事務所

　　　　　　　☎０９９６－２２－５２７６（代表）

　　市役所市民環境課国民年金係

　　　　　　　☎７３－１２１１（内線１４２３）

点検商法（消火器、白アリ駆除、床下換気扇、床下の

調湿剤、太陽熱温水器、浄水器など）

家族と相談してから

決めても遅くありません ! !

契約をせかされても一度引き取ってもらい

他の業者と金額を比較してみましょう
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男女共同参画豆知識

『ジェンダー』って何 ? シリーズ３
◎女性問題／男性問題

　仕事一辺倒の男性が，過労死に至ってしまったり，

定年後，家庭や地域の中での居場所を見失ってしまっ

たりといった男性の生活のありようが問題になってい

ます。女らしさがっくられたものであれば，男らしさ

もまたつくられたものです。

　男性も「男らしさの神話」という圧力のもとで，抑

圧されてきたといえます。伝統的男らしさの疑問は，

現在「男性問題」として意識化されるようになりまし

た。

　女性も男性も，ジェンダーや性別役割分担意識によ

り生き方を規制され，様々な不利益や人権の侵害を生

み出してきたという点で「女性問題は男性問題と裏表

の関係」にあります。

　男女共同参画社会の実現のためには，これまでの性

別役割分担意識による思い込みをなくし，ジェンダー

に敏感な視点で社会をつくっていくことが求められて

います。

（「あくね男女共同参画プうン・Ｈ 13.3 策定」より抜粋）

※この記事のお問い合わせ先

　市企画調整課企画係☎７３－１２１１(内線 1216)

セクシュアルハラスメント防止
実践講習会について

　事業主の方々へ職場におけるセクシュアルハラ

スメント防止策のシステムづくり、事案への対処

等、具体的な取り組みのノウハウや事例を提供し

ます。

日　時：平成１６年６月１８日（金）

　　　　１３：００～１５：３０

場　所：阿久根市中央公民館　第一会議室

内　容：講義及びビデオ上映

　　　　事例発表　南国殖産（株）

　　　　　　　　　総務部長　三嶋　暁　氏

主　催：㈶ 21世紀職業財団鹿児島事務所

共　催：阿久根商工会議所

対　象：事業主，人事労務担当者，

　　　　研修・教育担当者等

参加費：無　料
　※お間合せ先

　　㈶ 21 世紀職業財団鹿児島事務所

　　☎０９９－２５９－７８１５

児童総合相談センター・知的障害者更生相談所

～平成１６年度巡回相談実施計画について～

　児童総合相談センター実施の障害児 ( 者 ) 巡回

療育相談と巡回相談 (18 歳以下対象 )、知的障害

者更生相談所実施の巡回相談 (18 歳以上対象 ) の

平成 16年度の実施計画は次のとおりです。

日　　 程 対 象 年 齢 会　 場

６月22日㈫ 18歳以下優先 阿久根市

６月23日㈬ 18歳以下優先 出 水 市

８月３日㈫ 18歳以下優先 阿久根市

８月４日㈬ 18歳以下優先 出 水 市

10月26日㈫ 18歳以下優先 阿久根市

10月27日㈬ 18歳以下優先 出 水 市

２月15日㈫ 18歳以下優先 阿久根市

２月16日㈬ 18歳以下優先 出 水 市

各相談の予約は市役所（電話７３－１２１１）

生きがい対策課　福祉係（内線１４３６）まで

農業用廃プラスチック類の
回収について

－出水地域農業用廃プラステック類適正処理推進協議会－

　農業用廃プラスチックの回収を行い再処理業者

ヘリサイクル処理を依頼しますので、適正に梱包

し指定された場所に持ち込んでください。

◇回　収　日　　６月１日　（火）

◇回収の種類　　ポリエチレンフィルム

　　　　　　　　（マルチ等）のみ

◇回収時間　　午前７時～午前９時

◇回収場所　　ＪＡ三笠Ａコープ隣広場

　　　　　　　市民会館前広場

◇回収費用　　１㎏当たり３３円

《お問い合わせ先》

　○ＪＡ鹿児島いずみ農協

　　　阿久根事業所☎７２－１１１１

　　　三笠事業所☎７５－２１１１

　○阿久根市農政課☎７３－１２１１(内線1137）
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お 　 知 　 ら 　 せ －暮らしの情報－

税
務
課
�
�
�
�
知
�
�

税
務
職
員
�
税
務
大
学
校
�

�
募
集
�
�
�

行
政
�
対
�
�
�
相
談
�

行

政

相

談

員

�

市
奨
学
生
�
追
加
募
集
�
�
�

　

平
成
16
年
度
か
ら
、
市
県
民
税
の

個
人
の
均
等
割
が
四
，
０
０
０
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、

市
町
村
民
税
の
個
人
の
均
等
割
の
標

準
税
率
に
係
る
人
口
段
階
別
の
税
率

区
分
が
廃
止
さ
れ
、
年
額
三
，
０
０

０
円
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
16
年
度
以
降
の
個

人
市
県
民
税
の
均
等
割
額
は
四
，
０

０
０
円
（
市
民
税
三
，
０
０
０
円
、

県
民
税
一
，
０
０
０
円)

と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
税
務
課
課
税
係
ま
で

　

☎
�
７
３
�
１
２
１
１

　

�
内
線
１
４
４
３
・
１
４
４
４
�

　

人
事
院
と
熊
本
国
税
局
で
は
、
税

務
職
員
（
税
務
大
学
校
生
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）

試
験
に
合
格
し
採
用
さ
れ
ま
す
と
、

全
員
が
税
務
大
学
校
に
入
校
し
、
大

学
水
準
の
教
養
と
税
務
職
員
と
し
て

の
必
要
な
専
門
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

そ
の
後
、
税
務
署
に
税
務
職
員
と
し

て
配
属
さ
れ
、
国
税
の
仕
事
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
�
４
３
１
�
７
７
３
３

　

出
水
税
務
署
総
務
課

　

☎
�
６
２
�
０
２
０
０

春
季
行
政
相
談
強
化
週
間

—

５
月
17
日
�
23
日—

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役
所
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
対
す
る
疑

問
や
要
望
お
よ
び
相
談
ご
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。　

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、

総
務
省
の
「
行
政
相
談
員
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
期
間
中
は
、
次
の
と

お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

◇
日
時　

５
月
18
日
�
火
�

　
　
　
　

午
前
９
時
�
12
時

◇
場
所　

市
民
会
館
第
７
会
議

◇
本
市
の
行
政
相
談
員

飯
尾
寛
治
さ
ん

阿
久
根
市
栄
町
98
☎(

７
２)

１
６
１
１

　

市
で
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
に

奨
学
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
平
成
16
年
度
の
奨
学
生
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
追
加
募
集
し
ま

す
。

①
市
内
に
三
年
以
上
在
住
す
る
方
の

　

子
弟
で
、
優
れ
た
学
生
及
び
生
徒

　

の
方
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
公
的

　

奨
学
金
の
貸
付
者
は
除
か
れ
ま
す
。

②
奨
学
金
貸
付
予
定
金
額
と
採
用
予

　

定
人
員

・
高
等
学
校
又
は
高
等
専
修
学
校

　

月
額　
　

九
、０
０
０
円
以
内

　

予
定
人
員　

二
名
以
内

・
大
学

　

月
額　

四
０
、０
０
０
円
以
内

　

予
定
人
員　

六
名
以
内

③
募
集
期
間

　

平
成
16
年
６
月
18
日
㈮
ま
で

※
申
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎(

７
３)

１
２
１
１(

内
線
１
３
１
１)

�
�
�
�
人
材
�
�
�
�

会
員
募
集
中

　

阿
久
根
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
、
阿
久
根
市
内
に
居
住
す
る

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方
の
会
員
募
集
を
し
て

い
ま
す
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

入
会
説
明
会
を
毎
月
第
３
火
曜
日
の

午
前
９
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
の
で
、

予
約
の
上
、ご
出
席
く
だ
さ
い
。（
電

話
予
約
可
）

※
申
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
シ
ル
バ
�
人
材
セ
ン
タ
�

　

☎
�
７
３
�
４
８
８
８

有
料
道
路
�
�
�
�
障
害
者

割
引
制
度
�
�
利
用
�
方
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◇
日
時　

６
月
1
日
㈫
・
15
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
前
10
時
30
分

◇
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

平
成
16
年
６
月
１
日
以
後
、
有
料

道
路
を
利
用
す
る
た
め
に
は
お
持
ち

の
手
帳
に
割
引
制
度
対
象
者
の
証
明

が
必
要
で
す
。
現
在
、
障
害
者
有
料

道
路
料
金
割
引
証
綴
を
お
持
ち
で
、

ま
だ
有
料
道
路
割
引
制
度
対
象
者
の

証
明
が
手
帳
に
な
い
方
は
、
有
料
道

路
利
用
の
前
に
市
役
所
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
証
明
に
必
要
な
も
の
は
、

手
帳
、
車
検
証
、
本
人
運
転
の
場
合

は
本
人
の
運
転
免
許
証
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

市
福
祉
係

☎(

７
３)

１
２
１
１

(

内
線　

１
４
３
５
・
１
４
３
６)

海
技
免
状
�
更
新
講
習
案
内

　

海
技
免
状
の
有
効
期
限
が
、
平
成

16
年
６
月
28
日
〜
平
成
17
年
７
月
１

日
ま
で
の
方
を
対
象
に
次
の
と
お
り

更
新
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時　

６
月
27
日(

日)

　
　
　

午
後
１
時
よ
り
開
始

◇
場
所　

北
さ
つ
ま
漁
協
２
階
会
議
室

◇
持
参
品

・
住
民
票
（
本
籍
地
記
載
の
も
の
）

・
更
新
又
は
失
効
の
海
技
免
状

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

　

北
さ
つ
ま
漁
協
総
務
部

　

☎(

７
２)

１
５
１
１

歯
�
衛
生
週
間
行
事
�
�
�
�

　

６
月
４
日
か
ら
の
「
歯
の
衛
生
週

間
行
事
」
と
し
て
、
地
区
小
中
学
校

児
童
生
徒
に
よ
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

展
な
ど
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◎
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展

◇
期
間　

６
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭

◇
場
所　

だ
い
わ
阿
久
根
店

◎
歯
科
健
診
及
び
無
料
相
談

◇
期
間　

６
月
５
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

◇
場
所　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
事
務
局

　

☎(

６
２)

０
６
０
１

番所丘公園他、市内公園利用についてのお願い
☆ 犬の糞は、飼主の責任で処理してください。

☆ 公園内でのゴルフ練習はできません。

☆ 公園内の遊具は、正しい使用方法で遊ぶよう指導してく

  ださい。

☆ 遊具の安全点検は、定期的に実施していますが、危険箇

  所等お気づきの点がありましたら、下記までご連絡くだ

  さい。

  阿久根市都市建設課都市計画係 ☎ 73-1211( 内線 1123)
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お 　 知 　 ら 　 せ－暮らしの情報－

社
会
福
祉
協
議
会

篤

志

寄

付

誕
生

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

�
祈
�
�
�
�

休日の在宅医さん
○５月１６日

　上園医院　　　　☎ 73 １０５５
　　　　　　　　　　　　（　 町　）
　橋口歯科医院　　☎ 73 ０５０８
　　　　　　　　　　　　（大　丸）
○５月２３日

　内山病院　　　　☎ 73 １５５１
　　　　　　　　　　　　（高　松）
　つばさ歯科医院　☎ 62 ８５１９
　　　　　　　　（出水市西出水町）
○５月３０日

　鶴見医院　　　　☎ 73 ０５５３
　　　　　　　　　　　　（大　丸）
　福留歯科医院　　☎ 62 ０９７８
　　　　　　　　　（出水市昭和町）
○６月６日

　喜多医院　　　　☎ 72 ００３８
　　　　　　　　　　　　（大　丸）
　黒木胃腸科外科　☎ 75 ０２００
　　　　　　　　　　　　（下　村）
　しお歯科医院　　☎ 67 ５８４４
　　　　　　　　　（出水市下鯖町）
○６月１３日

　門松医院　　　　☎ 64 ６１００
　　　　　　　　　　　　（大　丸）
　北園歯科医院　　☎ 64 ２１５１
　　　　　　　　（高尾野町唐笠木）
○６月２０日

　山田クリニック　☎ 72 ０４２０
　　　　　　　　　　　　（　 町　）
　白男川歯科医院　☎ 63 ０００９
　　　　　　　　　（出水市向江町）
○６月２７日

　北国医院　　 　　☎ 72 ００１６
　　　　　　　　　　　　（　 町　）
　瀬戸口歯科医院　☎ 72 ０６４８
　　　　　　　　　　　　（　 町　）
※休日の診療時間
　在　宅　医　各医療機関の平
　　　　　　　日の診療時間と
　　　　　　　同じです。
　歯科在宅医　午前８時～正午

阿久根市民病院健康教室
日時　５月１９日（水）

　　　　午後２時～午後３時

場所　市民病院４階大ホール

テーマ「糖尿病の食事について」
日時　６月１２日（土）

　　　　午後２時～午後３時

場所　市民病院４階大ホール

テーマ「命を守る救急法」
★どなたでも参加できます（無料）

◇お申し込み及びお問い合わせ先

　阿久根市民病院地域医療連携室

　　　　　　　☎７３－１３６８

税

務

相

談

◇
日
時　

６
月
４
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

◇
場
所　

市
役
所
１
階
税
務
相
談
室

交

通

事

故

相

談

◇
日
時　

６
月
16
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◇
場
所　

市
役
所
市
民
相
談
室

10
�
11
月
咲
�
小
�
�
苗
�
販
売

◇
日
時　

６
月
16
日
㈬

　

午
前
９
時
か
ら
（
苗
が
無
く
な
り

　

次
第
、
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　

す
。）

◇
本
数　

６
、
０
０
０
本
程
度

◇
単
価　

１
本
20
円

◇
場
所　

農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
73
２
１
９
１
）

※
予
約
注
文
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い

　

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

　

山
口
キ
ヌ(

横
手)

飛
松
長
雄(

飛

松
）
松
田
智
利
（
黒
之
浜
）
野
村
タ

エ
子
（
黒
之
浜
）
小
田
原
ノ
リ
エ
（
大

丸
）
濱
崎
リ
エ
（
黒
之
浜
）
福
浦

紀
文(
黒
之
浜
）
京
田
悟(

瀬
之
浦

上
）
川
畑
ツ
ム(

川
畑
中)

慶
越
タ

ツ
子（
永
田
上)
鳴
川
フ
ク
エ（
遠
矢)

川
俣
ノ
リ
子
（
上
原
）
宇
都
イ
チ
（
大

川
島)

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▽
三
井　

文
雄
様
（
広
報
送
付
お
礼

　

と
し
て　

東
京
都
保
谷
市
）

▽
松
下　

伸
様
（
広
報
送
付
お
礼
と

　

し
て　

東
京
都
世
田
谷
区
）

▽
近
畿
地
区
阿
久
根
会
様

　
（
郷
土
募
金
と
し
て
）

▽
東
海
地
区
阿
久
根
会
様

　
（
郷
土
募
金
と
し
て
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略　

出　

生　

児　

保
護
者
（
区　

名
）

的
場　

凛り

お桜　

作　

磨
（
高　

松
）

桑
原　

春は
る
な菜　

　

進　
（
新　

町
）

落　
　

美み
ゆ
う優　

修　

治
（
牧　

内
）

冨
吉　

海み

あ愛　

信　

一
（　

潟　

）

冨
吉　

悠ゆ

あ愛　

信　

一
（　

潟　

）

宮
里　

洸こ
う
い
ち一　

治　

雄
（
仲
仁
田
）

鍋
石　

瑠る

な七　

竜　

也
（
大　

丸
）

野
村　

華か
れ
ん蓮　

　

純　
（
高
之
口
）

大
野　

龍り
ゅ
う
と翔　

　

勝　
（
上　

原
）

牧
内　

天て
ん
ゆ
う優　

達　

志
（
牧　

内
）

牧
内　

天
て
ん
し
ゅ
う

秀　

達　

志
（
牧　

内
）

田
上
美み

い

な

妃
那　

勝　

美
（
大　

下
）

田
野
井　

惇
じ
ゅ
ん　

　

渉　
（
大　

丸
）

松
林
春は
る
の
す
け

之
介　

祐　

次
（　

枦　

）

死　

亡　

者
年齢
（
区　

名
）

白
濱　

和
輝
74
（
折
口
東
）
義　

弘

川
畑
ス
ミ
コ
88
（
川
畑
中
）
ツ　

ム

松
田　

均　

71
（
黒
之
浜
）
智　

利

川
俣　

登　

72
（
上　

原
）
ノ
リ
子

若
松　

禎
二
73
（
尻
無
下
）
ミ
ツ
子

森
園
ミ
サ
エ
82
（　

潟　

）
宇
都
イ
ツ
子

鳴
川　

實　

73
（
遠　

矢
）
フ
ク
エ

牧
尾
利
三
郎
75
（
黒
之
上
）
鉄　

二

牛
之
濵
マ
サ
子
77
（
牛
ノ
浜
）
貫　

雄

濵
崎　

正
美
87
（
黒
之
浜
）
リ　

ヱ

宇
都　

時
雄
77
（
大
川
島
）
イ　

チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略　

若
松　
　

肇
92
（
尻
無
上
）　

積

堂
後　

キ
ヨ
86
（
桐
野
上
）
美
千
代

園
川
與
志
助
84
（
瀬
之
浦
上
）
昭　

司

西　
　

次
男
66
（
波　

留
）
紀　

子

深
谷　

時
義
88
（　

段　

）
チ
カ
子

福
浦　

信
也
67
（
黒
之
浜
）
吉　

也

竹
平　

實　

73
（　

浦　

）
松
田
カ
ツ
子

川
端　

優　

72
（　

潟　

）
初　

女

山
元　

チ
セ
81
（
大　

丸
）
次　

弘

川
畑
ス
ワ
子
91
（
川
畑
中
）
孝　

美

筒　
　

忠
一
77
（
筒　

田
）
芳　

子

濵
崎　

才
二
92
（
佐　

潟
）
秋　

光

寺
地　

重
雄
72
（
尻
無
上
）
ム　

ツ

上
野　

熊
雄
87
（
丸　

内
）
ス
ミ
エ

須
崎
チ
エ
ノ
91
（
大　

丸
）
和　

馬

河
南
三
樹
夫
84
（　

町　

）
セ　

ツ

坂
上　

エ
ダ
88
（
萇　

野
）
長
谷
リ
エ

川
畑
ス
ギ
ノ
83
（
大　

丸
）
太　

勝

下
石　

義
衛
81
（
桐
野
上
）
ミ
ツ
エ

中
野　

静
嘉
83
（
羽　

田
）
フ
チ
子

川
北　

文
男
75
（
波　

留
）
邦　

隆

和
田
ハ
ル
エ
73
（
倉　

津
）　

賢
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アクネホットラインTel７３－１１１１ お気軽にお電話を

Fresh SmileFresh Smile
た
だ
今
青
春
！

吉　

野　

智　

美　

さ
ん
(19)

�
お
ひ
つ
じ
座
・
Ｏ
型　

山
下
馬
場
区
�

◆趣味は何ですか・・・ショッピングとピアノ

◆性格を自己分析して＜ださい・・・明るい

◆理想の異性像は・・・やさしい人

◆最近楽しみなことは何ですか・・・

  洋服の販売員の仕事をしているので、毎日多くの 

 お客さんと接しています。お客さんに洋服のコーデ 

 ィネートを提案して、それを喜んでもらうことが一 

 番楽しいです。

◆将来の夢は何ですか・・・母が染物や雑貨などの創 

 作を始めたので、一緒に自宅でハウスショップをし 

 てみたいです。

◆阿久根について一言・・・番所丘公園は見晴らしも 

 良く四季折々の花などがきれいなので、公園内に美 

 味しいお店があればもっと多くの人が遊びにくると 

 思います。

次は 岡崎 正子さん（大尾区） あなたの番です。

サークル紹介

『バイラ　ビエン (美しい踊り )』
働く婦人の家　育成グループ

ルナ・フラメンコ

 オラ！（こんにちは） 私たちは、毎週水曜日午後７

時３０分から働く婦人の家で、先生の指導を受けなが

ら楽しく賑やかに練習をしています。フラメンコは想

像していた以上に振り付けが複雑で、覚えるのが大変

ですが、情熱的で華やかな踊りです。

昨年は、市文化祭に出演し、日ごろの練習の成果を発

表しました。また、敬老会などでも皆さんに喜んでい

ただきました。

そんな私たちと一緒にフラメンコを始めませんか？興

味がある方は大歓迎ですので、気軽に練習を見にきて

ください。

人  口

５月１日現在（ ）は前月比

人 口 26,015 人 (+105)

 男  12,095 人 ( ＋ 37)

 女  13,920 人 ( ＋ 68)

世帯数 10,842 戸 ( ＋ 77)

出 生 15 人 死 亡 33 人

転 入 224 人 転 出 101 人

　

先
日
、
大
阪
府
大
東
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
近
畿
地
区
阿
久
根
会
の
総

会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
年
齢
の
幅
は

あ
る
も
の
の
お
互
い
の
肩
を
た
た
き

な
が
ら
、
阿
久
根
弁
で
懐
か
し
い
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
あ
る
会
員
が
私
に
「
最

近
は
、
若
っ
か
人
が
入
会
せ
ん
も
ん

で
、
こ
い
か
ら
先
、
こ
の
会
は
、
い

け
ん
な
っ
ど
か
い
」
と
物
憂
げ
に
話

さ
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
確
か

に
私
た
ち
若
者
は
、
携
帯
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
で
親
元

や
友
人
と
い
つ
で
も
連
絡
が
取
れ
ま

す
。
ま
た
、
交
通
網
が
整
備
さ
れ
、

以
前
よ
り
も
帰
省
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
便
利

さ
と
引
き
換
え
に
望
郷
の
念
が
薄
れ

て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
は
言
え
、
遠
く
離
れ
る
と
老
い

も
若
き
も
故
郷
が
恋
し
く
な
る
も
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
郷
里
が

機
縁
と
な
り
、
今
後
も
各
地
域
の
阿

久
根
会
が
心
の
寄
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
（
角
）
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平成 16 年度

事業所•企業統計調査
商業統計調査

サービス業基本調査

火6月1日 統計調査にご協力ください
 平成16年６月１日を基準日として、全国すべての民間事業所を対象に「事業所・

企業統計調査」「商業統計調査」「サービス業基本調査」を同時に実施します。

 この調査は、民間事業所の種別や販売活動の実態をつかみ、日本経済のため

の行政施策立案に役立てようとするものです。

 調査票は一枚なので、記入は一度で済みます。５月下旬から調査員がお伺い

しますので、皆様のご協力をよろしくお願いします。

※詳しいお問い合わせ先　阿久根市企画調整課☎７３－１２１１(内緑１２１７)


